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　火災が発生すると、人的被害はもちろん、
建物や設備、家具といった物的損害や近所の
家屋への延焼被害、地域社会への影響など、
多大な被害が生じる恐れがあります。
　火災予防の第一歩として、自分が住んでい
る家屋や、火災のリスクを把握し、普段から
できる対策を講じることが重要です。
　安心安全に暮らすため、鏡石町を火災のな
い町にしていきましょう。
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が
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が
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。
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。

　

皆
さ
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。
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入
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。
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入
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実
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入
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す
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取
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け
ま
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。

　

令
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で
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。

　

発
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入
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生
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幸
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。
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。

　
防
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火
災
の
原
因
に
つ
い
て

鏡中生が防火広報を実施

備えは万全に、対策は日頃から

３月１日㈮～７日㈭に実施される「春の全国火
災予防運動」に合わせ、鏡石中学校放送委員会の
生徒たちひとりひとりが防火広報を録音し、町
民の方々に火災予防について呼びかけました。
　録音した防火広報は、期間中の 18時 55分か
ら防災行政無線で放送されました。

一般家庭でもできる予防対策

令和5年中
町内火災発生状況

　

町
で
は
、
１
月
か
ら
火
入
れ
実

施
者
に
対
し
て
腕
章
の
交
付
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

町
に
火
入
れ
許
可
の
申
請
を
す

る
際
、
許
可
証
と
と
も
に
交
付
し

て
い
ま
す
。

　
火
入
れ
行
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を
実
施
す
る
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に
は
着
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

火
入
れ
許
可
腕
章
を
交
付

枯草焼き、枯草焼き、
たき火等たき火等放火放火

その他その他

6件6件1件1件

今年度仁井田区、さかい区の住民を対象に実施した模擬火災訓練より

①火元の確認
　→就寝前、外出前には必ず火元確認を。

②火災発生に対応できる設備を備える
　→消火器の点検や住宅用火災警報器を設置
　　するなど備えを万全にする

③隣近所の協力体制をつくる
　→もしものときのために話し合っておく

④被害を小さく留められる工夫をする
　→お年寄りや身体の不自由な人の部屋は
　　１階にする、寝具や衣服な
　　どは防炎製品を使用する。
※すべてにおいての備えと確認
　行為を習慣化することが大切
　です。

2件2件

も
な
く
な
る
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
家
庭
ゴ
ミ
や
庭
の
剪
定
、

草
刈
り
で
出
た
草
木
を
燃
や
す
こ

と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

家電の管理にも注意！

　皆さんが普段使用している電化製品も、火災の
原因となってしまう場合もあります。
　普段使わない電化製品の差し込み
プラグはコンセントからこまめに抜
くなど、小さなことですが、ひとつ
ずつを守ることで火災発生は防ぐこ
とができます。

　火災は、より早く発生に気づき対処することが
大切です。住宅用火災警報器は、火災をいち早く
お知らせしてくれます。
　消防署で無料設置サービスを行っ
ていますので、まだ設置されていな
い方はぜひともお問合せください。

消防団員募集！

　鏡石町消防団は、20～ 40代の団員で構成され、
その８割が会社員として勤めながら地域のために
活動を行っています。
　活動内容は、火災時の消火活動をはじめ、啓発
活動や訓練、機械器具の点検などを行っています。
　また、最近では大規模な災害が頻発しており、
発災時には、救助活動や避難者の誘導など、地域
防災の中心を担っています。
　近年では消防団員の不足が
深刻化しており、このままで
は、地域で火災や災害が起こ
った場合に十分な活動が出来
ない地区が発生してしまいます。
　町内に在住、在勤している
18 歳以上の方であればどな
たでも入団できますので、ぜ
ひご連絡ください。

住宅用火災警報器を
設置しましょう

●問い合わせ先　須賀川消防署鏡石分署
☎ 62-4511

●問い合わせ先　総務課　☎ 62-2111


